
第９期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第９期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

福崎町 支援体制の充実

教室参加者の高齢化が進み、通いの場へ
の参加が徐々に困難になる高齢者があ
る。また、就労期間の延長等により男性
参加者数が少ない。「我が事会議」開催
地区数の伸び悩み。（地域の理解が得に
くい）

○通いの場（地域ふくろうの会・喫茶
活動などの地域活動）の支援
○「我が事会議」の普及・内容の充実

○通いの場参加延べ人数：30,500人
○「我が事会議」開催自治会数（年度）：34自治会

○通いの場参加延べ人数：23,865人
○「我が事会議」開催自治会数（年度）：19自治会

○

通いの場の開催地区数はR５より１地区（喫茶）増加、参加者数もR５より
1,527人増加。また、「我が事会議」開催自治会数も昨年度から４自治会の
増となった。今後も通いの場の活性化と普及推進に取り組むと共に、地域
の見守り体制の強化に努めていく。我が事会議については、理解が弱い
地域もあり目標の半数程度にとどまる。啓発に注力し、内容の充実を図る
とともに他の集まりの機会に実施するなどの工夫も必要。

福崎町
相談支援体制の推進
と充実

家族の介護や介護サービスを利用して、
在宅介護を望む方が増加している。必要
な時期に速やかに対応できる相談窓口の
周知や、介護と医療サービスの基盤整備
が必要。

○相談窓口の周知・充実
○関係機関との連携による相談支援　
体制の充実

○地域包括支援センターへの相談延べ人数：2,200
人

○地域包括支援センターへの相談延べ人数：1,744人 ○

昨年度より相談件数は174人減り目標には到達しなかった。引き続き、地
域包括支援センターの相談支援の中心的役割を果たすべく、高齢者やそ
の家族に対し、制度やサービスについてわかりやすく情報提供し丁寧な相
談を対応を心がけるとともに、関係機関と連携強化を図り相談支援体制の
さらなる充実に努める。

福崎町
自立支援・重症化防
止

運動器の機能低下や低栄養などの身体的ﾘ
ｽｸが高い人ほど、主観的健康観がよくな
い人が多い。また、転倒･閉じこもりやう
つ傾向等の心身の機能低下全般におい
て、一人暮らしの割合が高い。対象を多
面的にとらえ、高齢者がやりがいを感じ
る「場」づくりが必要。

○地域介護予防事業(地域ふくろうの
会）の普及

○地域ふくろうの会参加実人数：700人
○地域ふくろうの会80歳以上精勤参加数：150人

○地域ふくろうの会参加実人数：630人
○地域ふくろうの会80歳以上精勤参加数：148人

◎

地域ふくろうの会の参加実人数はR５より22人増加、R２からみると参加実
人数はほぼ横ばい。80歳以上精勤参加数はR５より26人増加。地区によっ
て、参加者の増減が顕著で、増加する地区と減少する地区あり、ふくろう
の会継続（参加者の維持増加）が課題であるため、参加者募集の工夫や
担当者の負担軽減などに努める。

福崎町
認知症の方を支える
体制の充実

物忘れ、閉じこもりなど認知症のﾘｽｸを持
つ人が半数近くあるが、支援することが
難しいという人も半数ある。認知症の人
や家族が住み慣れた地域で安心して過ご
せる社会を目指し、気づきや悩みを打ち
明け受け止める事のできる近隣との関係
づくりが必要。

○「我が事会議」での認知症支援
検討
○認知症カフェ開設
○認知症サポーター養成講座の実施

○「我が事会議」認知症支援検討件数：30件
○認知症カフェの開設数：3か所
○認知症サポーター養成講座受講者数：400人

○「我が事会議」認知症支援検討件数：4件
○認知症カフェの開設数：３か所
○認知症サポーター養成講座受講者数：326人

○

認知症サポーター養成講座について、R６から中学生対象の講座を開始し
たため受講者がR５より94人増加。認知症カフェについて、図書館での実
施がR６より開始したため計３か所で開催することができた。
今後も、認知症の理解者・支援者の増加を図るため、サポーター養成講座
の積極的な実施と、住民相互の助け合いを進めるための「我が事会議」の
開催推進に努める。

#REF!
効果的・効率的な介
護給付サービスの提
供

給付適正化主要5事業に取り組んでいる
が、効果的に実施できていない。

○ケアプラン点検
○住宅改修前後の訪問調査
○縦覧点検・医療情報との突合
○事業所の実地指導

○ケアプラン点検：40件
○住宅改修前後の訪問調査：15件
○縦覧点検・医療情報との突合：320件
○事業所の実地指導：7件

○ケアプラン点検：61件
○住宅改修前後の訪問調査：8件
○縦覧点検・医療情報との突合：1,624件
○事業所の実地指導：9件

○

概ね目標通り実施することができた。
国保連から提供される帳票や実地指導の機会を活用し、横断的で効率的
な点検ができるようにしたい。
事業所の実地指導については、感染症等の状況により実施が困難な時
期もあるが、連携を取りながら実施に努める。
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